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背景

今後の展望

方法

結果と考察

直接振動を与え
ていなかったクラドニ図形

・音の波を実体化したもの

振動の節に砂が集まる

振動数によってでき
る模様が変わる

従来

直接振動を与え
る

そして模様の規則性を見つける

150㎐ 241㎐ 275㎐ 320㎐ 410㎐ 460㎐

481㎐ 545㎐ 570㎐ 630㎐ 650㎐ 945㎐

995㎐ 1145㎐ 1180㎐ 1260㎐ 1410㎐ 1560㎐

・2000Hzを超えると結果が得られなかった
・周波数と横の波長に負の相関がみられた
・似ている図形がいくつかできた

クラドニ図形
～音によって砂はどのような模様を描くか

02班

回路を組み
立てる

装置に砂糖
をしく

周波数を変えて
振動を与える

観察する

振動を与える

低周波発振器

アンプ

装置

・周波数が高くなりすぎると、音の波の波長が短くなり節
の数が多くなるため、砂糖の集まる箇所が増えすぎた

・似ている図形ができた原因としては倍音が関係しているのでは？と考えた

・クラドニ図形を数式化することによって、周波数の高さと模様のでき方の関係性をさらに詳しく調べる
・散布図のばらつきの原因を考える
・倍音について詳しく調べ、周波数が異なるのに似ている図形ができる原因についてさらに詳しく調べる
・砂糖よりも粒子の細かい粉末を利用して2000Hz以上の図形ができるかどうか調べる
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